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た部分がある.

この礫岩の堆積時期の詳細は不明だが,古第三紀

とする見解が一般的である.阿蘇山の活動は220万

年前から始まり現在F及ぶが,一連の阿蘇山の噴火

をこの不動岩が見ていたことは確かであろう.

(元所員井上秀雄)
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温泉,と聞くと皆さんは何を連想しますか.一般

には温泉は旅,レジャｰ,休息,保養,健康,クア

ハウスなどを連想し,楽しい,ワクワクした気分に

たるのではたいでLようか.日本人ほど温泉好きな

国民は世界に例を見ないと言われていますし,日本

人の誰もが一度は行ったことのある,もはやなくて

はたらない存在の一都ではたいでしょうか.それに

しても最近の温泉開発ブｰムにはすさまじいものが

あり,日本国内のいたる所に新しい温泉が誕生しつ

つあります.

本屋の旅行案内書コｰナｰに行きますと,温泉を

売りものにした本があふれていますが,その内容は

露天風呂であったり,旅館･ホテルの豪華さであっ

たり,グルメであったりして,似たようなものぼか

りで,肝心の温泉そのものについて説明した本は,

残念だがらほとんど見当たりません･

著者は,1988年まで九州大学において粘土鉱物

を研究していた著名た鉱物学者であります｡本のは

しがきには,rこれまで温泉を研究したことはたい

が,温泉作用によってできた粘土鉱物を研究してい

た関係から,温泉水に興味を持ち,また愛好者の一

人でもある｣と,述べられています.

本書は28話から構成されています.このうち第

21話から第28話までは世界及び日本の温泉地の紹

介であり,特に本書でなければならないという内容

のものではないと思われます.むしろ本書の特徴は

それ以前の章にあると思われます.それは地学者

(鉱物学者)の目からみた温泉とそれにまつわる様々

な話題を,平易かつ科学的に説明しているからで

す.

その内容は非常に広範副こわたっていますが,大

まかには成因(熱源,水,含有成分の起源),性質

(泉質とその分布),利用(地熱発電等の産業利用,

温泉浴法,飲泉法,温泉療養,クアハウス),温泉

と自然との係わり(慈水鉱床,湯の華･温泉沈澱物,

温泉余土･地すべり,地震予知,温泉徴生物,自然

景観),温泉と人間の係わり(歴史,楽しみ方)など

に分類できると思います.一読すれば,それまでの

温泉に対する漠然とした理解が短時間のうちに更に

深まることと思います.

すでに述べたように,本書は地学老の目から見た

温泉,従って地下の部分の記述に特色があります.

例えば,私は地質調査所において地熱資源に関する

研究を行っていますが,地熱発電に対しても現状の

問題点と将来に対する夢が非常に的確に,また簡潔

明瞭に述べられているように思います.畦びこの

機会に一読して,温泉に対する理解を深めた上で,

また温泉地に出かけて見てはいかがでしょうか.

(地殻熱都金原啓司)
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